
『論
語
集
解
』
中

の
何
晏
注
と

王
弼

の

『論
語
釈
疑
』
に
見
る
思
想

の
特
質

一
、
は
じ
め
に

魏

の
何
晏
は
、
後
漢
帝
室

の
外
戚
、
大
将
軍
何
進
の
孫
に
あ

た
る
名
門
貴
族
出
身
で
あ
る
。
何
晏

の
母
尹
氏
が
曹
操
に
再
嫁

し
た

の
で
、
何
晏
は
曹
操
の
養
子
と
な

っ
た
。
曹
操
の
も
と

で

自
由
奔
放
な
生
活
を
送
り
、
服
装
を
皇
太
子
に
擬
え
た
り
、
容

姿

の
端
麗
さ
を
自
ら
誇
り
、
白
粉
を
塗
り
自
分

の
歩
く
姿
に
み

と
れ
る
。
更
に
中
毒
症
状
を
起
こ
す

「五
石
散
」
を
常
用
す
る

等
、
『三
国
志
』
『世
説
新
語
』
を
始
め
と
す
る
典
籍
に
伝
わ
る

何
晏

の
人
物
評
価
は
す
こ
ぶ
る
劣
悪
で
あ
る
。

一
方
、
王
弼

の

一
族
は
多
く
の
文
人
や
学
者
を
輩
出
し
た
後

漢
以
来
の
高
名
な
家
に
生
ま
れ
、
幼

い
頃
か
ら
学
問
的
に
卓
越

し
て
い
る
と
評
判
も
高
く
、
天
才
的
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
才
能

を
随
所
に
発
揮
し
て
い
る
。
『
三
国
志
』
魏
志

・
鍾
会
伝

の
注

記
に

「弼
幼
に
し
て
察
恵
、
年
十
余
に
し

て
老
氏
を
好
む
。
」

と
あ
り
、
ま
た
、
『世
説
新
語
』
(文
学
篇
)
の
注
に

「弼
別
伝

謡

口

明

に
曰
く
、
少
く
し
て
察
慧
、
十
余
歳
に
し
て
便
ち
老
荘
を
好
む
。」

と
あ
る
。

時
代
の
風
潮
が
儒
教
を
忌
避
し
て
、
玄

学
的
思
惟
を
求
め
る

傾
向
が
あ

っ
た
と
は
言
え
、
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
少
年
が
老
子
を

好
む
と
い
う

の
は
、
尋
常
な
こ
と
で
は
な

い
。
漢
の
武
帝
時
代

以
後
に
は
、
学
者
た
り
、
文
人
た
り
、
高
級
官
吏
た
ら
ん
と
志

す
人
々
は
ま
ず
五
経

の
類
を
充
分
学
習
す

る
の
を
常
と
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
二
十
歳
前
後
の
王

弼

の
逸
話
と
し

て

『世
説
新
語
』
(文
学
篇

)
に
頭
脳
明
晰
で
透
徹
し
た
哲
学
観
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
話
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
何
晏

は
吏
部
尚
書
と
な
り
、
地
位

・
声
望
も
高
く

、
論
客
が
座
に
満

ち
て
い
た
。
何
晏
の
家
を
訪
れ
た
王
弼
に
対

し
て
、
議
論
さ
れ

た
論
理
を
何
晏
は
整
理
し
て
王
弼
を
試
し
た

。
そ
の
論
理
を
王

弼
は
論
難
し
、
万
座
の
論
客
は
彼
の
論
理

に
感
服
し
、
反
論
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
更
に
問
題
提
起
者
と
な
り
、
ま
た
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反
論
す
る
側
に
立
ち
、
数
回
、
論
戦
を
く
り
返
し
た
が
、
万
座

の
論
客
で
王
弼
に
か
な
う
者
は
い
な
か

っ
た
と
言
う
。
弱
冠
に

し
て
卓
越
し
た
哲
学
観
を
樹
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
何
晏
と
王
弼
は
無
を
尊
ぶ

一
派

「貴
無
派
」
と

称
さ
れ
、
更
に
清
談

の
祖
と
い
う
評
価
が
思
想
史
上
で
は
、
な

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「無
を
尊

ぶ
」
と
は
言

っ
て

も
何
晏
と
王
弼
に
お
け
る

「無
」
の
概
念
の
把
握

の
し
か
た
に

は
隔
り
が
あ
る
。
更
に
、
何
晏
は
な
ぜ
時
代
風
潮
に
逆
行
す
る

よ
う
な

『論
語
集
解
』
の
編
纂
事
業
に
参
画
し
た

の
か
。
そ
し

て
王
弼
は
何
の
た
め
に

『論
語
釈
疑
』
の
著
書
を
著
わ
し
た
の

か
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
中
国

の
二
大
思

想
、
儒
家
思
想
と
道
家
思
想
の
本
質
解
明
の
鍵
を
に
ぎ

っ
て
い

る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

先
秦
時
代
に
は

『荘
子
』
の
天
下
篇

・『荀
子
』
非
十
二
子
篇

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
家

・
道
家
は
そ
れ
ぞ
れ
に
相
手
を
批

判

・
非
難
し
、
対
立
し
合

っ
て
い
た
。
漢
代
初
期
に
は
黄
老

の

学
が
隆
盛
を
見
る
が
、
武
帝
の
時
代
に
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
る

と
、
儒
学
が
学
問
の
中
心
に
据
え
ら
れ
、
教
説

の
信
奉
実
践
と

し
て
の
儒
教
が
両
漢
時
代
を
通
じ
て
尊
重
さ
れ
た
。
道
教
及
び

道
家
的
思
想
が
後
漢
末
に
社
会
的
に
広
が
り
を
も

っ
て
受
容
さ

れ
始
め
、
そ
れ
と
並
行
し
て
儒
学

・
儒
教

が
社
会
的
に
影
響
力

を
失

い
、
沈
滞
す
る
兆
候
を
見
せ
始
め
る
。
そ
し
て
正
始
時
代

に
は
清
談

の
濫
觴
と
言
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
儒
教
に
は
な
い

新
し
い
価
値
観
と
し
て

「正
始
中
、
王
弼

・
何
晏
は
荘

・
老
玄

勝
の
談
を
好
む
。
而
し
て
世
、
遂
に
焉
を
貴
ぶ
。」

(
『世
説
新

語
』
文
学
篇
、
劉
孝
標
注
)
と
王
弼

・
何
晏
が
新
時
代
の
旗
手

と
し
て
脚
光
を
あ
び
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
何
晏

・
王
弼
の

『
論
語
』
の
注
釈
を
中

心
に
し
て
、
両
者

の
儒
家

・
道
家
に
対
す
る
思
想

の
特
質
を
究

明
し
、
併
せ
て
正
始
時
代

の
思
想
の
特
質

の

一
端
を
考
察
し
て

み
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
塞
調
語
集
解
』
何
晏
注
の
思
想
の
特
質

『論
語
集
解
』
は

『晋
書
』
鄭
沖
伝
に
よ
れ
ば
、
鄭
沖
が
孫
琶

・

曹
羲

・
荀
顎

・
何
晏
と
と
も
に
論
語
諸
家

の
訓
註
を
集

め
て

『論
語
集
解
』
を
作

っ
て
奏
上
し
た
と
記
述

さ
れ
て

い
る
。

つ

ま
り

『論
語
集
解
』
は
、
元
来
五
人
の
共

同
編
纂
事
業
と
し
て

完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
後
代

の

『隋
書
』
経

籍
志
及
び

『唐
書
』
芸
文
志

で
は

『集
解
論
語
十
巻
』
何
晏
集

・

『何
晏
集
解
十
巻
』
と
あ
り
、
他
の
四
人
の
名
が
記
載
さ
れ

て
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い
な
い
。
隋

・
唐

・
北
宋
時
代

の
歴
史
家
は
、
何
晏
が
編
纂
事

業
の
総
括
責
任
者
で
あ
り
、
又
、
当
時
の
社
会

の
中
で
他

の
四

人
よ
り
も
知
名
度
が
高
く
、
更
に
何
晏
の
み
の
注
釈
が
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
他

の
四
人
の
注
釈
が
皆
無
で
あ
る
た
め
に

『集
解
』

を
何
晏

の
撰
著
と
解
し
た
ら
し
く
、
以
後
こ
の
評
価
が
定
着
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『論
語
集
解
』
の
注
釈
と
し
て
の
評
価
は
、
概
ね
、
現
存
す

る

『論
語
』
の
最
古

の
集
注
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
見

做
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は

「相
容
れ
な
い
八
家

の
註

を
合
糅
し
た
何
晏
の
集
解
は
駁
雑
な
も
の
で
家
法
を
乱
し
た
も

の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。」
(
一
)
と

い
う
酷
評
が

一
方

で
は
存

在
す
る
。
又
、

一
方
で
は

『論
語
集
解
』
が
、
な
ぜ
今
日
ま

で

伝
わ

っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
集
解

の
価
値
を
見

い
出
そ
う
と
す

る
意
見
が
あ
る
。
「あ
や
ふ
や
に
雑
多
な
も

の
の
集
合

が
そ
こ

に
奇
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
生
み
、
そ
の
上
に
以
外

に
も
結
果
と
し

て
お
の
ず
か
ら
の
統

一
を
成
り
立
た
せ
、
漢

・
魏
の
名

の
あ
る

注
釈
の
書
が
次
々
と
失
わ
れ
て
い
く
中
で
も
し
ぶ
と
く
命
脈
を

保
ち
得
、
か

つ
、
次
第

に
所
謂
、
『古
注
』
と
し

て
の
権
威
を

持

つ
に
至
ら
し
め
た
。
」
(二
)
こ
の
説
に
は

『論
語
』
注
釈
史

に
関
わ
る
重
要
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

『論
語
集
解
』
の
序
文
に
、
「今
諸
家

の
善
を
集
め
て
、
そ

の
姓

名
を
記
し
、
安
か
ら
ざ
る
者
あ
れ
ば
頗
る
為
に
改
め
易

へ
、
名

づ
け
て
論
語
集
解
乏

い
ふ
。し
と
あ
る
。
『
論
語
』
が
現
行
本

の

体
裁
に
な
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
や
困
難
な
校
定
作

業
を
経
て
、

一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

と
り
わ
け
漢
代
に
は
、
魯
論

・
斉
論

・
古
論
の
三
種

の

『古
論

語
』
を
整
理
統
合
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
今
文
派

・
古
文
派

の
激
し
い
対
立
が
あ

っ
た
。
両
漢
時
代

の
こ
れ
ら

の
問
題
が
完

全
に
は
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
、
三
国
時
代
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
諸
種
の
学
説
を
包
括
し

て
編
纂
す
る
と
顔
見

世
興
行
と

い
う
非
難
を
受
け
つ
つ
も
、
両
漢
以
降

の
学
説
を
集

大
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
学
派
間
の
抗

争

・
論
争
に
終
止
符

を
う

つ
こ
と
を
何
晏
達
は
苦
心
の
末
に
決

断
し
た
と
考
え
ら
れ

な
く
も
な

い
。
『論
語
集
解
』
に
は
孔
安
国

・
包
咸

・
周
氏

・

馬
融

・
鄭
玄

・
王
肅

・
陳
群

・
周
生
烈

の
八
家

の
説
を
集
め
、

足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
に

「何
晏
日
」
と
自
己

の
見
解
を
施
し
て
い

る
。
『論
語
集
解
』
中
の
八
家

の
説

の
掲
載
数

は
左
記

の
通
り

で
あ
る
。
『論
語
』
二
十
巻
を
四
九
九
章
に
分
け

(三
)
、

一
章

句
中
に

一
つ
注
が
あ
る
場
合
を
章
で
示
し

、
同

一
章
句
中
に
、
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章
で
示
し
た
他
に

一
つ
以
上
あ
る
合
計
を
条
で
示
せ
ば
、

孔
安
国

包
咸
馬
融
鄭
玄
何
晏
王
肅
周
生
烈

陳
群
と
な
る
。

二
七
四
章

一
七
四
章

一
〇
五
章

r
八
六
章

一
〇
三
章

三
九
章

一
四
章
三
章

四
六
六
条

一
九
六
条

=
二
二
条

九
八
条

=
二
一二
条

四
〇
条

一
四
条
三
条

孔
安
国
注
が
他
を
圧
倒
し
て
四
九
九
章
中
五
割
以
上
も
あ
る
。

こ
れ
ら
が
孔
安
国
自
身

の
注
で
あ
る
の
か
、
又
は
偽
撰
さ
れ
た

も

の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
あ
る

(四
)。
本
稿
で
は
こ
の
点

に
つ
い
て
考
究
せ
ず
、
後
艮
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す

る
。八
家

の
中
で
包
咸
は
張
禹

の
魯
論
に
基
づ
く
今
文
派

で
、
馬

融
は
古
文
派
で
あ
る
。
今
文

・
古
文
を
折
衷
し
た
の
が
鄭
玄
で

あ
り
、
ま
た
鄭
玄
の
学
説
に
異
を
唱
え

つ
つ
、
今
文

・
古
文
を

折
衷
し
よ
う
と
し
た
の
が
王
肅
で
あ
る
。
周
生
烈
は
魏
の
博
士

で
、
『集
解
』
中
に
十
四
条
の
注
釈
が
あ
る
だ
け
で
他

の
こ
と

'

は
不
明
で
あ
る
。
陳
群
は
魏
の
太
祖
に
召
さ
れ
魏
に
仕
え
た
学

者
で
あ
る
が
、
陳
群
の

『論
語
義
説
』
は
早
く
亡
び
、
『集
解
』

中
に
三
条
残
る
だ
け
で
あ
る
。
『集
解
』
中

で
孔
安
国

・包
咸

・

馬
融
に

つ
い
で

一
〇
三
章

・
一
三
三
条
の
注
釈
を
載
せ
る
何
晏

の
注
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と

に
し
・よ
う
。

何
晏

の
思
考
基
底
に
は

『易
』
と

『老
荘
』
が
深
く
関
わ

っ

て
い
る
。

「晏
は
少
く
し
て
異
才
有
り
。
善
く

『易
』
『
老
』
を
談
ず
」

(『世
説
新
語
』
文
学
篇
注
)
あ
る
い
は
、

「
吾

(裴
徽
)
数
々

平
叔

(何
晏
)
と
共
に
老
荘
及
び
易
を
説
く
に
、
常
に
其
の
辞

理
に
妙
な
る
を
覚
え
、
之
を
折
く
能
は
ず
。」

(
『
魏
志
』
方
技

伝
注
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
晏
の

『
易
』
は
、
多
言
す
る

の
を
避
け
、
分
か
り
易

い
簡
易

の
立
場
に
立

っ
て
い
る
と
言
わ

れ
る

(五
)
。
つ
ま
り
後
代

「
易
な
れ
ば
則

ち
知
り
易
く
、
簡

な
れ
ば
則
ち
従
ひ
易
し
。
之
れ
其
の
易
簡

の
法
則
と
言
ふ
な
り
」

(
『周
易
正
義
』
序
)
と
評
さ
れ
る
立
場

に
立

っ
て
、
『易

』

の

解
釈
を
し
、
何
晏

の
場
合
に
は
、
こ
の
立

場
を

『易
』
解
釈
に

と
ど
ま
ら
ず
、
『論
語
』
解
釈
に
も
敷
衍
し

て
用

い
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
予

一
以
貫
之
」
(
『論
語
』
衛
霊
公
篇
)
の
章
に
対
し
て
、
何
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晏

は
、
「善
に
元
有
り
、
事

に
会
有
り
。
天
下
塗
を
殊
に
し
て

帰
を
同
じ
く
す
。
慮
を
百
に
し
て
致
を

一
に
す
。
其

の
元
を
知

ら
ば
則
ち
衆
善
挙
が
る
。
故

に
多
学
を
待
た
ず
、

一
以

て
之
を

知

る
な
り
。
」

と

注
し
て
い
る
。
『
論
語
』

で
は
孔
子
が
子
貢

に

「
一
」
は

「仁
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
章
で
あ
る
が
、
何
晏
は

『
易
』

の
簡
易
の
立
場
に
立

っ
て
、
こ
の
章

に
注
釈
を
加
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
何
晏
は

『論
語
』
の

コ

」
を
現
象
界
に
お
け
る
窮

極

の
原
理
、
コ

」
(11
元
)
だ
と
し
、
こ
れ
を
把
握
す
れ
ば
、

す

べ
て
の
現
象

・
事
象
が
理
解

で
き
、
更
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

想
は
、
多
種
多
様
な
主
張
が
な
さ
れ
て
も
窮
極

の
原
理
の

コ

」

に
帰
結
す
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
は
何
晏

の
思
想
の
特
質
を

顕
著
に
表
し
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
や
主
張
を

コ

」
で
あ
る
と
す

る
思
考
が
根
底
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「善
道
は
統
有
り
。
故
に
途
を
殊
に
し
て
帰
を
同
じ
く
す
。」

(為
政
篇
、
何
晏
注
)

と

、
繰
り
返
し
、
窮
極
の
原
理
に
帰
結
す
る
こ
と
を
基
軸
に
し

て
、
注
釈
を
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
現
象

・
事
象
を
簡
潔

・
明
瞭
に

把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
何
晏
は

『易
』
の
簡
易
の
立
場
で
、
現
象
界
を

解
明
し
、
思
想
の
展
開
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、

何
晏
の

「無
名
論
」
で
は
、
次

の
よ
う
な
論

理
を
展
開
し
て
い

る
。「同
類
は
遠
く
無
く
し
て
相
応
じ
、
異
類

は
近
く
無
く

し
て

相
違
せ
ず
。
譬
ふ
れ
ば
陰
中
の
陽
、
陽
中
の
陰
の
ご
と
く
、
各
々

物
類
を
以
て
自
か
ら
相
求
め
従
ふ
な
り
。
」
(
『列
子
』
仲
尼
篇
注
)

と
い
う
。
こ
こ
で
は

「無
名

(形
而
上
)」
と

「有
名

(形
而

下
)」
の
領
域

の
概
念
を
規
定
す
る
に
あ
た
り
、
「陰
中
の
陽
」

「陽
中

の
陰
」
な
る
概
念
を
も

っ
て
論
理
を

展
開
し
て

い
る
の

で
あ
る
。
「無
名
」
と

い
う
存
在
す
る
も

の
が
無

い
、
形
而
上

で
の
根
源
的
な
る
も
の
も
、
「有
名
」
と

い
う
現
実
に
存
在
す

る
形
而
下
で
の
存
在

一
般
も
陰
陽
の
消
長

の
よ
う
に
循
環
し
な

が
ら
展
開
し
て
い
く
も
の
だ
と
言
う
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
重
要

な
こ
と
は
、
何
晏
の
根
源
的
な
る
も

の
に
は

、
絶
対
的
な
も
の
、

及
び
絶
対
的
な
存
在

の
概
念
を
包
含
さ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

普
通
、
道
家
的
な
立
場

で
は
、
「無
名
」
は

「
無
」

11

「道
」

と
直
結
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
絶
対
的
な
る
存
在

の
概

念
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
何
晏
が

「無
名
」
に
絶
対
的
な

存
在
を
内
包
さ
せ
て
い
な

い
ご
と
に
、
何
晏

の
独
自
性
を
見

い

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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「夫
子
之
言
性
与
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
」
(
『論
語
』
公
冶
長

篇
)
に
何
晏
は
次
の
よ
う
な
注
釈
を

つ
け
て
い
る
。
「
天
道
は

元
亨
日
進
の
道
に
し
て
深
微
な
る
も
の
な
り
。
故
に
得
て
聞
く

べ
か
ら
ず
。」
と
。
「元
亨
」
と
は

「
大
有
は
元

い
に
亨
る
」

(
『易
』
大
有
)
に
由
来
す
る
。
『易
』
大
有

の
彖
伝

に

「
大
有

は
柔
尊
位
を
得
、.
大
中
に
し
て
上
下
こ
れ
に
応
ず
る
を
大
有
と

日
ふ
。
そ
の
徳
剛
健
に
し
て
文
明
、
天
に
応
じ
て
時
に
行
な
ふ
。

こ
こ
を
以
て
元

い
に
亨

る
な
り
。
」
と
あ
る

の
は
、
漢
代

の

『易
』
学
に
陰
陽
説
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
循
環
し

つ
つ
展
開
す

る
と
い
う
解
釈
が
生
じ
た
結
果
で
あ
り
、
「
天
に
応
じ

て
時

に

行
な
ふ
」
と
は
、
ま
さ
に
陰
陽
説

の
循
環
の
考
え
方
に
基
づ
く
。

何
晏
は
こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え

て
、
人
間
界
の
事
象

・
宇
宙
の

現
象
は
す
で
に
決
定
さ
れ
た
理
法
の
世
界
で
あ
る
と
す
る
。
そ

う
し
て
、
そ
の
理
法
の
世
界
と
は
、
「天
に
応
じ

て
時
に
行
な

ふ
」
と
い
う
循
環
し

つ
つ
展
開
す
る
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
理

法
を
理
法
と
し
て
現
実
を
享
受
す
る
と

い
う
態
度
に
徹
す
る
と

い
う
思
考
方
法
を
と

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
何
晏
の

「無
」
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

何
晏
が
道
家
思
想
を
開
陳
し
て
い
る
も

の
と
し

て
は
、
『
列

子
』
天
端
篇
注
の

「道
論
」

・
仲
尼
篇

の

「無
名
論
」
お
よ
び

『晋
書
』
王
衍
伝
中

の

「無
為
論
」
な
ど
が
あ
る
。
「無
」
を
考

察
す
る
上
で
、
「無
名
」
に
つ
い
て
、
ま
ず

考
究
し

て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
晏
は

「無
名
」
に
つ
い
て

「無
名

を
謂
ひ
て
道
と
為
す
。
自
然
は
道
な
り
。
道
は
も
と
よ
り
無
名

な
り
。」
(仲
尼
篇
注

・
無
名
論
)
と
言
い
、
「
道
」
と
は

「無

名
」
で
あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
何
晏
は

「道
」
縫

「自
然
」

だ
と
考
え
、
王
弼
の

「道
」
が

「万
物
を
始

成
す
る
」
と
い
う

機
能

・
働
き
を
も

っ
て
い
る
の
と
は
異

っ
た
考
え
方
に
立
脚
し

て
い
る
。
何
晏
は

「道
」
を
原
初
的
存
在

で
あ
る
と
し
て
い
る

だ
け
で
、
機
能

・
働
き
も
持
た
ず
、
単
な
る
原
初
的
な
存
在

の

概
念
を
示
す
に
止
ま

っ
て
い
る
。
従

っ
て

「無
名
」
も
無
名
と

い
う
状
態

・
状
況
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
何
晏

の

「無
」
に
は

「無
名
」
に
は
な

い
意
義
づ
け
が

な
さ
れ
て
い
る
。

「有
の
有
た
る
は
無
を
恃
み
て
以
て
生
じ
、
事

の
事
た
る
は
無

に
由
り
て
成
る
。
夫
れ
之
を
道
は
ん
と
す

る
も
語
無
く
、
之
に

名
づ
け
ん
と
す
る
も
名
無
く
、
之
を
視
れ
ど
も
形
無
く
、
之
を

聴
け
ど
も
声
無
き
は
、
則
ち
道

の
全
き
な
り

。」

(
天
端
篇
注

「道
論
」
)
と
言
う
時
、
何
晏
の

「無
」
は

『老
子
』

一
章

・
十

四
章

の

「無
」
及
び
王
弼
の

「無
」
と
も

一
致
す
る
。

「凡
そ
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有
は
皆
無
に
始
ま
る
。
道
は
無
形
無
名
を
以
て
、
万
物
を
始
成

し
、
以
て
始
ま
り
以
て
成
る
。
而
れ
ど
も
其
の
ゆ
ゑ
ん
を
知
ら

ざ
る
な
り
。」
(『老
子
』

一
章
王
弼
注
)

「有
」
は

「無
」
か
ら
始
ま
る
。
「無
」

に
よ

っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
は
生
ま
れ
、
作
用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
把
握
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
何
晏
は

「道
全
」
だ
と

す
る
。
王
弼
を
始
め
と
し
て

「無
」
11

「道
」
と
す
る
の
が

一

般
的
な

「無
」

の
把
握
の
し
か
た
で
あ
る
が
、
何
晏
は

「道
全
」

に
特
別
な
意
義
づ
け
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
更
に
何
晏
は

「道
全
」
を
循
環
し
な
が
ら
展
開
す
る

「
天
道
」
に
結
び

つ
け

て
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「以
為
ふ
に
天
地
万
物

は
皆
無

為
を
以
て
本
と
為
す
。
無
な
る
者
は
、
物
を
開
き
務
を
成
し
、

往
き

て
存
せ
ざ
る
無
き
者
な
り
。
陰
陽
恃
み
て
以
て
化
生
し
、

万
物
は
恃
み
て
以
て
形
を
成
し
、
賢
者
は
恃
み
て
以
て
徳
を
成

し
、
不
肖
は
恃
み
て
以
て
身
を
免

る
。
故
に
無
の
用
を
為
す
は
、

爵
無
く
し
て
貴
し
。」
(
『晋
書
』
王
衍
伝
、
無
為
論
」
)
と
言
う
。

「無
な
る
者
」
は
、
根
源
的
な
存
在
で
、
現
象
界
の
あ
ら
ゆ
る

事

象
の
源
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
何
晏
に
よ
れ
ば

「無
」
と
は
宇
宙
的
な
極
大
に
向
う
広
が
り
も
な
く
、
極
小

の

物
質
の
最
少
単
位
の
方
向
も
持
た
ず
、
「無
」

は

「無
」
と

し

て
決
定
づ
け
ら
れ
た
存
在

で
し
か
な
い
と
言
う

の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
何
晏

の
論
理
で
は
、
「無
」
11

「道

全
」

11

「
一
」

が

根
底

に
あ
り
、
こ
れ
ら
が

「天
道
」
に
結
び

つ
き
、
循
環
し
な

が
ら
展
開
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な

価
値
観
に
立
脚
す
れ
ば
、
思
想

の
対
立
も
学
派
間

の
主
張
の
相

違
を
も
超
越
し
た
、
何
晏

の
独
自
な
価
値
世
界
1
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
根
源
的
帰
結
で
あ
る

「無
」
「道
全
」
コ

」
1
は
渾
然

一

体
と
な

っ
て
機
能
す
る
と
考
え

て
い
る
の
.で
あ
る
。

何
晏
が
万
物
を
渾
然

一
体
と
し
て
把
握
す
る
例
を
次

の
注
は

示
し
て
い
る
。

「
子
日
、
加
我
数
年
、
五
十
以
学
易
、

可
以
無
大
過
矣

。

(
『論
語
』
述
而
篇
)
こ
の

『論
語
』
に
注
し

て
、
「易

は
理
を

窮
め
性
を
尽
く
し
、
以
て
命
に
至
る
。
年
五
十
に
し
て
天
命
を

知
る
。
命
を
知
る
の
年
を
以
て
命
に
至
る
の
書
を
読
む
。
故
に

大
過
無
か
る
べ
し
。」
と
言
う
。

こ
の
注
釈
で
注
目
す
べ
き
は
、
『易
』
は

こ

の
世

の
理
法
を

究
明
し
、
人
間
性
を
探
究
し
て
、
命

(使
命

・
運
命
)
を
悟

る

も
の
だ
と
し
、
「天
に
応
じ
時
に
行
な
ふ
」

理
法
を
把
握
す

る

も
の
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
何
晏
は

『論
語
』
に
対
し
て

い
わ
ゆ
る
訓
詁
注
釈
を
ほ
ど
こ
さ
ず
、
自
ら

の
価
値
観
に
基
づ
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く
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
根
底

に
は

『易
』
『老
子
』
『論
語
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
価
値
観

に
基

づ
く
思
想
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
の
内
容

に
差

異
を
も
た
せ
ず
、
渾
然

一
体
と
し
た
価
値
観
で
把
握
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
何
晏

の
思
想

の
特
質
の

一
端
を

伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
何
晏
が
孔
子

・
老
子
を
渾
然

一
体
と
し
て
把
握
し
て
い
る
例
を
掲
げ
て
み
る
。

「道
は
も
と
無
名
な
る
が
故
に
老
氏
は
強

い
て
之
が
名
を
為
す

と
日
ふ
。
仲
尼
は
堯
の
蕩
蕩
と
し
て
能
く
名
つ
く
る
無
き
を
称

し
、
下
に
魏
魏
た
る
成
功
あ
り
と
云

へ
ば
、
則
ち
強
い
て
之
が

為
に
名
づ
け
、
世
の
知
る
所
を
取
り
て
称
す
る

の
み
。
」

(
『列

子
』
仲
尼
篇
注
、
無
名
篇
)

こ
の
内
容
は

『老
子
』
『論
語
』
を
併
列
さ
せ
て
記
述
す
る

特
異
な
内
容
で
あ
る
。

・
吾
不
知
其
名
。
字
之
日
道
、
強
為
之
名
日
大
。

(『老
子
』
二
十
五
章
)

・
子
日
、
大
哉
、
堯
之
為
君
也
。
巍
巍
乎
、
唯
堯
天
為
大
。
唯

則
之
。
蕩
蕩
乎
、
民
無
能
名
焉
。
巍
巍
乎
、
其
有
成
功
也
。
煥

乎
、
其
有
文
章
。

(『論
語
』
泰
伯
篇
)

「道
」
が

「無
名
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に

『老
子
』

『論
語
』
を
同
時
に
用

い
て
、
論
拠
と
す
る
例
は
少
な

い
。

こ

こ
で
は
、
老
子

・
孔
子
は
渾
然

一
体
と
な

っ
て
何
晏

の
論
理
に

組
み
こ
ま
れ
て
、
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
あ
た
り
が
何
晏
の

思
想
史
上
に
お
け
る
評
価
が
藏
否
の
両
極

に
分
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

何
晏

の
思
想
の
特
質
を
ま
と
め
て
お
け
ば
、
何
晏
は

『論
語
』

等

の
典
籍
の
的
確
な
訓
詰
注
釈

・
思
想
的

な
解
明
よ
り
は
、
現

実
の
あ
ら
ゆ
る
現
象

・
思
想
を
融
合

・
折
衷
す
る
こ
と
に
主
眼

を
置
き
、
何
晏
独
自

の
価
値
体
系

-
陰
陽
説
を
取
り
入
れ
た
漢

代

『易
』
学

の
思
想
を
根
底
に
据
え
、
「
天

に
応
じ
て
時

に
行

な
ふ
」
循
環
の
思
想
1
を
社
会
に
行
き
わ
た
ら
そ
う
と
考
え

て

い
た
の
で
あ
る
。

三
、
王
弼
の

蠶
硼
語
釈
疑
』
の
思
想
の
特

質

王
弼
は
わ
ず
か
二
十
四
歳
と

い
う
生
涯

の
中

で
、
中
国
哲
学

の
精
髄
と
言
わ
れ
る

『周
易
注
』
六
巻

・

『易
略
例
』

一
巻

・

『老
子
注
』
二
巻

・

『論
語
釈
疑
』
三
巻

の
著
書
を
残
し

て
い

る
。
こ
れ
ら
の
著
書

の
中
で

『周
易
注
』

『易
略
例
』
『老
子
注
』

は
現
存
す
る
が
、
『論
語
釈
疑
』
は
現
在
亡

び
て
伝
わ

っ
て

い

な

い
。
『旧
唐
書
』
経
籍
志
に
は

『論
語
釈

疑
』
二
巻
王
弼
撰

・

『新
唐
書
』
芸
文
志
に
は

『王
弼
釈
疑
』

二
巻
と
記
載

さ
れ
て
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い
る
。
と
こ
ろ
が

『宋
史
』
芸
文
志
以
降

の
正
史
で
は
、
そ

の

書
名
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
皇
侃

『論
語

義
疏
』
中
に
三
九
条
、
刑
曷

の

『論
語
正
義
』
中
に
四
条

(
こ

の
う
ち
の
二
条
は

『義
疏
』
と
重
複
す
る
)
の
併
せ
て
四

一
条

が
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

『論
語
』
全
章
の

一
割
に
も

満
た
な
い
残
存
率

で
は
あ
る
が
、
残
存
す
る
四

一
条
に
は
、
王

弼
の

『論
語
』
に
対
す
る
注
釈

の
意
図
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多

い
。
断
片
的
に
で
も
皇
侃

・
刑
曷
が
王
弼
注
を
掲

載
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
王
弼
の

『
論
語

』
に
対
す
る

透
徹
し
た
論
理

・
識
見
が
示
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

又
、
彼
の
中
国
哲
学
に
対
す
る
洞
察

の
深
さ
は
、
天
性
の
資
質

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼

の
育

っ
た
家
庭
環
境
が
大

い
に
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『世
説
新
語
』
の
文
学
篇

に
、
五
十
半
ば
を
過
ぎ
た
何
晏

が

『老
子
』
に
注
釈
を
加
え
、
王
弼

の
家
を
訪
ね
王
弼

の
注
が
精

妙

で
あ
る
と
心
服
し
、
何
晏
は
自
分
の
書

い
た
も

の
を

『老
子

注

』
と
せ
ず
、
『道
徳
二
論
』
に
し
た
、
と

い
う
逸
話
が
見
え

て
い
る
。
何
晏
に
見
せ
た
王
弼

の

『老
子
注
』
が
現
存
す

る

『老
子
注
』
と
同
じ
か
ど
う
か
問
題
の
あ
る
所
な
が
ら
、
「十
歳

余

に
し
て
老
子
を
好
む
」
(何
劭
王
弼
伝
)
そ
し
て
二
十
四
歳

で
卒
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え

て
み
る
と

、
現
存
す
る

『老
子

注
』
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
。
次
に
王
弼
が
な
ぜ

『老
子
』

『易
』
そ
し
て

『論
語
』
に
若
く
し
て
精
通

し
得
た
の
か
と

い

う
理
由

の
中
に
、
王
弼

の
育

っ
た
家
庭
環
境

が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

〔王
弼

一
家
の
家
系
図
〕
(↑
↓
師
弟
関
係

)

易
学
者

王
、

王
業
宀

纏

劉
表
ー

娘

王鴫

薪

辞
㌦

名
儒
者

こ
の
図
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
王
弼
が
学
問
を
愛
好
す
る
の
は
、

学
問
に
専
心
で
き
る
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
伺
え

る
。ま
ず
王
家
の
家
学
と
し
て
の

『易
』
.学
は

、
祖
父
王
凱
の
妻

が
劉
表

の
娘
で
、
劉
表
は
唐
の
孔
穎
達
の

『周
易
正
義
』
の
巻

首
に
、
『易
』
を
伝
え
た
人
と
し
て
挙
げ
た

六
人

の

『易
』
学
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者

の

一
人
で
あ
る
ゆ
更
に
王
凱
の
族
弟
王
粲

の
祖
父
王
暢
と
劉

表
は
師
弟
関
係
に
あ
り
、
王
弼
の
兄
王
宏
が

『易
義
』
を
表
し

て
い
る
の
も
、
王
家
は

『周
易
』
を
伝
え
る
家
柄
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
後
漢
の
蔡
琶
は
、
周
知

の
よ
う
に
、
霊
帝
の
憙
平
年
間

に
六
経

の
本
文
を
校
定
し
、
悪
平
石
経
を
大
学

の
門
前
に
建
立

し
た
が
、
そ
の
蔡
琶

の
弟
子
と
し
て
目
を
か
け
ら
れ
て
い
た

の

が
王
粲
で
、
蔡
琶
は
晩
年
に
万
巻

の
書
を
王
粲
に
与
え
て
い
る
。

蔡
琶
の
六
世

の
祖
は
、
前
漢
平
帝
の
時
代
に
黄
老

の
学
を
好
ん

だ
と
言
わ
れ
る
。
王
粲
に
伝
わ

っ
た
万
巻
の
書
は
、
王
粲
の
子

が
謀
反
に
加
担
し
た
と
誅
せ
ら
れ
た
の
で
、
王
弼

の
父
、
王
業

に
伝
え
ら
れ
た
。
王
家

の
蔵
書
の
多
さ
に
つ
い
て

『列
子
注
』

を
作

っ
た
張
湛
が
そ

の
序

に

「正
宗

(王
宏

の
字

)
、
輔
嗣

(王
弼
の
字
)
は
好
ん
で
文
籍
を
集
め
、
先

に
仲
宣

(
王
粲

の

字
)
の
家
書
を
并
せ
得
て
、
幾
ん
ど
万
巻
な
ら
ん
と
す
」
と
述

べ
て
い
る
。
六
経
を
校
定
し
た
蔡
琶
の
蔵
書

の
中
に
は
、
儒
学

の
経
書
は
言
う
に
及
ば
ず
、
六
世
の
祖

の
好
ん
だ
黄
老

の
書
、

道
家

の
書
物
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
更
に
姻
戚
関
係

の
あ
る
張
湛
が

『列
子
注
』
を
著
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

道
家

の

『老
子
』
な
ど
に
早
く
か
ら
関
心
を
も

つ
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
は
当
然

の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
。

『論
語
釈
疑
』
の
王
弼
の
注
釈
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
概
ね
、

次

の
注
釈
を
取
り
あ
げ
、
道
家
的
発
想
に
よ

っ
て
解
釈
し
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「子
日
、
志
於
道
、
拠
於
徳
、
依
於
仁

、
游
於
芸
。」
(
『
論

語
』
述
而
篇
)
に
対
し
て
、
王
弼
は
、
「
道

は
無

の
称
な
り

。

通
ぜ
ざ
る
無
く
、
由
ら
ざ

る
無
き
な
り
。
之
を
況

へ
て
道
と
日

ふ
。
寂
然
と
し
て
体
無
く
、
象
と
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
注
釈
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『論
語
釈
疑
』

の
四

一
条

の
内
容

を
検
討
し
て
み
る
と
、
『論
語
』
の
本
質
を

的
確
に
把
握
し
、

他
に
類
例
を
見
な
い
ほ
ど
卓
越
し
た
注
釈

を
ほ
ど
こ
し
て
い
る

章
句
が
あ
る
。

「有
子
曰
く
、
其
の
人
と
為
り
孝
弟
に
し

て
…
。
孝
弟
な
る
者

は
仁
を
為
す

の
本
か
」
(学
而
篇
)
に
王
弼

は
簡
潔

、
的
確

に

「自
然

の
親
愛
を
孝
と
為
す
。
愛
を
推
し
物

に
及
ぼ
す
を
仁
と

為
す
」
と
注
釈
す
る
。
皇
侃
が

「孝
は
是

れ
仁

の
本
な
り
。
若

し
孝
を
も

っ
て
本
と
為
せ
ば
則
ち
仁
乃
ち
生
ず
る
な
り
」
(「論

語
義
疏
」
)
と
解
釈
す
る
の
に
比
較
し
て
み
れ
ば
、
王
弼
の
注

釈
が
時
代
を
超
え
た
内
容
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
今
日

「仁
」
を
愛
に
置
き
替
え
て
解
釈
す
る
こ
と
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が
至
極
当
然
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
「仁
」

の
本
質
を
王

弼
が

「愛
」
と

い
う
言
葉

で
表
し
て
い
る
の
は
、
『
論
語
』

の

真
髄
を
と
ら
え
た
不
朽

の
注
釈

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
又
、

「孝
」
を

「自
然
の
親
愛
」
と
解
釈
し
た
こ
と
も
卓
越
し
た
注

釈
で
あ
る
と
言
え
る
。
皇
帝
権
絶
対

の
政
体
下
で
は
、
儒
教
は

縦

の
階
層
を
明
確

に
す
る

「忠
」
「孝
」
が
重
要
な
徳
目
で
あ

る
と
喧
伝
さ
れ
、
そ
の
実
践
が
強
要
さ
れ
て
き
た
。
二
十
世
紀

に
な
り
、
階
級
制
の
否
定
と
人
権
尊
重
、
平
等
の
思
想
が
普
及

す
る
と
、
人
権
を
束
縛
す
る
儒
教
倫
理

の
徳
目
の
多
く
は
等
閑

に
付
さ
れ
て
顧
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況

を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
て
み
る
と
、
王
弼
の

「自
然

の
親
愛
を

孝
と
為
す
」
と

い
う
注
釈
は

『論
語
』
を
永
遠
の
人
類
の
宝
と

す
る
だ
け
の
輝
き
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

・つ
。と

こ
ろ
で
、
王
弼
の

「無
」
及
び

「道
」
(六
)
は
王
弼

の
哲

学

・
論
理
を
考
究
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
語
で
あ
る
。
紙

幅
の
関
係
で
詳
細

に
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
そ
の

要
点

の
み
述
べ
て
お
く
。
王
弼
は
形
而
下
に
お
け
る
万
物
の
事

象

・
現
象
は

「道
」
に
由

っ
て
始
成
し
、
生
成
し
、
更
に
そ
の

動
き
や
運
動
性
は

「道
」
か
ら

「道
」

へ
と
循
環
し

つ
つ
、

「大
常

(無
)」
に
向

い

「無
」
に
到
達
す
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
形
而
上
世
界
に
お
い
て
も

「道
」
を
媒
介
と
し
て
万
物

を
生
成
し
、
「無
ト
も

「然
る
所
以
の
理
」

に
基
づ
き
無
限

の

循
環
を
繰
り
返
す
も

の
だ
と
す
る
。
王
弼

に
と

っ
て
形
而
上

・

形
而
下
と
境
界
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
相
対
化
し
た
価
値
観
に

束
縛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
、
絶
対
的
な
価
値
は
、
無
限

の
動
き
と
循
環
に
よ
り
、
形
而
上

・
形
而
下

の
境
界
を
と
り
は

ら
ヶ
こ
と
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
王
弼
は
家

・
国
と

い
う

相
対
的
な
価
値
観
に
固
執
す
る
当
時
の
人

々
に
、
(人
格
陶
治

・

社
会
秩
序
維
持
の
た
め
の
儒
家
的
な
道
徳
観

、
倫
理
観
に
束
縛

さ
れ
閉
塞
状
況
に
陥
入

っ
て
い
る
)
『論
語

』
を
再
構
築
し
、

新
た
な
哲
学
を
樹
立
す
る
た
め
に

『論
語
釈
疑
』
を
著
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
道
家

の

「無
」
「道

」
を
据
え
、
万
物
-

道

-
無
が
弁
証
法
的
な
農
開
を
し
、
無
限

の
循
環
を
繰
り
返
す

と
す
る
哲
学

・
論
理
を
創
造
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
弼
の
到

達
し
た
哲
学

・
論
理
は
形
而
上
学

の
窮
極

の
論
理
で
あ
り
、
時

代
を
越
え
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
化
し
た
も

の
を
受
容
し
な
が
ら
、

新
た
な
弁
証
法
的
な
展
開
を
し

つ
つ
、
窮
極
的
な
絶
対
の
価
値

の
世
界
を
創
造
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
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四
、
結
語

何
晏

・
王
弼
の
生
き
た
正
始
時
代
に
は
、
孔
子
を
聖
人
と
し

て
尊
崇
す
る
風
潮
は
厳
然
と
残
存
し
て
居
り
、
知
識
人
と
し
て

儒
学

の
教
養
を
も

っ
て
い
る
こ
と
は
必
須

の
条
件
で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
儒
教
に
よ
る
社
会
体
制

の
維
持
も
、
学
問
の

意
義
も
明
確
に
さ
れ
な

い
儒
学
の
衰
微
す
る
時
代
で
も
あ

っ
た
。

当
時
の
学
界
は

「太
学

の
諸
生
千
も
て
数
ふ
る
有
れ
ど
も
、
諸

博
士
率
ね
皆
驫
疎
に
し
て
、
以
て
弟
子
を
教
ふ
る
無
し
。
弟
子

本
よ
り
亦
役
を
避
く
。
竟
ひ
に
能
く
習
学
す
る
無
し
」
(『一二
国

志

・
魏
志
』
王
肅
伝
、
裴
注
引

『魏
略
』
)
と
い
う
状
況
に
あ

っ

た
。
儒
学
が
当
時
の
知
識
人
に
支
持
を
失
な
い
、
玄
学
に
思
想

の
依
り
所
を
求
め
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
代
風
潮

の

中
で
、
玄
学
に
造
詣
の
深

い
何
晏

・
王
弼
が
脚
光
を
あ
び
る
の

は
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
何
晏
は
時
の
権
力

者
曹
操
の
養
子
と
し
て
、
華
や
か
な
社
交
界
で

一
世
を
風
靡
し
、

し
か
も
学
術
の
方
面

で
も
清
談

の
先
駆
者
と
し
て
多
数

の
論
客

を
集
め
て
談
論
に
時
を
忘
れ
て
熱
中
す
る
。
『論
語
集
解
』

の

編
纂
事
業
も
、
何
晏

の
も
と
に
集
ま

っ
た
多
く
の
人
材
が
協
力

し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
何
晏

の
思
想
の
特
質
は
、

根
源
的
な
存
在
を

「無
」

H

「道
全
」
11

「
一
」
だ
と
し
、
現

実

の
あ
ら
ゆ
る
現
象

・
思
想
を
融
合

・
折
衷
す
る
こ
と
に
主
眼

を
置
き
、
何
晏
独
自
の
価
値
観
を
社
会
に
広
め
、
学
派
問
の
対

立

・
抗
争
に
終
止
符
を
う

つ
こ
と
に
あ

っ
た
。

・こ
れ
に
対
し
て
王
弼
は
幼

い
頃
か
ら

『
易
』

『老
子
』

に
精

通
し
、
新
た
な
時
代

の
要
請
に
合
致
し
た
哲
学

・
論
理
を
樹
立

す
る
。
王
弼
の
思
想

の
特
質
は
、
万
物
-
道
ー
無
が
弁
証
法
的

な
展
開
を
し
、
無
限
の
循
環
を
繰
り
返
す
と

い
う
透
徹
し
た
哲

学

・
論
理
で
あ

っ
た
。

何
晏
の
論
理
の
脆
さ
は
、
根
源
的
な
る
存
在
を
設
定
し
な
が

ら
、
根
源
的
な
る
存
在
の
分
析

・
考
察
に
欠
け
、
理
法
を
理
法

と
し
て
受
容
す
る
階
段
で
、
そ
れ
以
上
の
追
究
が
な

い
所
に
あ

る
。

一
方
、
王
弼

の
万
物
ー
道
-
無

に
つ
い
て
の
概
念
規
定
が

な
さ
れ
、
所
謂
、
西
洋
哲
学
の
論
理
展
開
を
見
る
よ
う
な
論
理

に
よ

っ
て
、
哲
学
の
体
系
化
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
王

弼
の

『論
語
釈
疑
』
は
宋
代

の
理
気
学

の
論
理
に
通
ず
る
内
容

が
あ
り
な
が
ら
、
表
向
き
に
は

「仏
老
」

の
排
除
を
標
榜
し
た

道
学
者
ら
に
よ

っ
て
等
閑
に
付
さ
れ
、
顧

み
ら
れ
な
か

っ
た
こ

と
は
、
誠
に
残
念
な
思
い
が
す
る
。
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「文学部紀要」文教大学文学部第9-2号 謡口 明

注(
1
)
「論
語
の
注
釈
書
と
そ
の
注
釈
家
」
武
内
義
雄
全
集
、
第

一
巻

『論
語
』
(角
川
書
店
)

(2
)
『論
語
の
思
想
史
』
松
川
健
二
編

(汲
古
書
院
)
第
三
章

何
晏

『論
語
集
解
』
室
谷
邦
行

(3
)
『論
語
』
の
章

の
分
け
方
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が
、
簡

便
さ
と
普
及
度
の
見
地
か
ら
新
釈
漢
文
大
系

『論
語
』

(明
治
書
院
)
吉
田
賢
抗
氏
の
説
に
従
う
。

(4
)

前
掲
書
で
武
内
義
雄
氏
は
、
「論

語
の
孔
安

国
註
は
王

肅
の
偽
撰
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
、
清

の
考
証
家
丁
晏

の

説
を
根
拠
に
、
偽
撰
説
を
展
開
し
て
い
る

(
5
)
『漢
魏
思
想
史
研
究
』
(明
治
書
院
)
で
堀
池
信
夫
氏
は
、

「
『易

八
簡
易
)』
の
義
は
も
と
も
と

『易
緯
乾
鑿
度
』
に

基
づ
く
も
の
で
、
鄭
玄
が
そ
れ
乾
は
確
然
と
し
て
人
に

易
を
示
す
。
そ
れ
坤
は
隈
然
と
し
て
簡
を
示
す
。
(
『周

易
正
義
』
序
)
の
ご
と
く
敷
衍
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
何
晏

の
立
場
と
合
致
し
て
い
る
。」

と
述

べ
、

更
に

「何
晏
の
簡
易

へ
の
傾
斜
は
、
全
体

の
把
握
の
た

め
の
原
理
的
根
源
的
方
向
に
向

っ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。

(6
)

詳
し
く
は

「王
弼

の

『無
』
お
よ
び

『道
』
の
論
理
」

と
題
す
る
拙
稿

『中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論

集
」
(汲
古
書
院
)
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。
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